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県政への意見・提言や地域の課題、本通信の記事に関わること等、または身近な場所
（自宅のお茶の間や地区の集会所等）でのこだっつの会（県政懇談会）の開催希望等、
皆様からの色々な声をお待ちしております。どうぞよろしくお願いします。　　



　　　　


　　
お名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お電話：

ご住所：

（宮城県議会・自民党県民会議　政務調査用紙）
中島もとはる事務所　　大崎市岩出山字二の構５３　　電話：０２２９－７２－３８８２（FAX兼用）

自宅住所：〒９８９－６４０２　　宮城県大崎市岩出山字下真山馬伏谷１５　　　　　　　　　　　　　　

自宅事務室電話：０２２９－７７－２３５０（不在時は、留守電・FAX兼用）

Eメール：minna@motoharu-smile.jp　　ホームページhttp://motoharu-smile.jp（ブログ版こだっつ通信もこちらから・・） 
平成２８年１０月１５日発行


発行責任者


宮城県議会議員　中島源陽





９月１０日（土）、美里町北浦にある宮城県総合家畜市場を会場にして、「宮城県和牛能力共進会（プレ全共）」が開催されました。いよいよ来年、全国和牛能力共進会in宮城大会が開催される１年前の、極めて大切な共進会であり、各農家、農協、畜産団体にとって力の入った審査となりました。総合優勝は登米農協となり、来年の本番に向けて手ごたえを感じることができました。　「とるぞ、日本一！」です。　





宮城県議会に設置され、私も所属する「議会改革推進会議」において、特に政務活動費の問題について議論を重ねています。その結果、全国でもまだ数県しか取り組んでいない「政務活動費のインターネット公開」について、各会派の概ねの合意に達しました。しかしながら、インターネット公開には様々なリスクもあり、そうした不安材料を払しょくして、間違いのない公開ができるよう、さらなる検討を進めていくことになっております。昨今、本県議会でも政務活動費の問題で懸念を持たれる状況があり、より一層信頼される、適切な政務活動費の活用となるよう取り組んで参ります。





議会改革


推進会議


の報告





今任期に入り、県政懇談会（こだっつの会）も通算３２回となりました。いつも地域の皆さんにはお忙しいところ参加を頂き、地域に出向かないと分からない要望等を頂いており、感謝申し上げます。例えば、下記のような要望を頂いています。


○鬼首に向かう花渕山バイパスを過ぎてからの現道の整備を促進してほしい。


○田尻の下長根のずい道が崩れているので、早く対策を講じてほしい。


○昨年、川が決壊したのは普段の管理が悪いからであり、しっかりしてほしい。


○岩出山の通丁のバイパスを早く作ってほしい。


等々、様々な地域要望を頂きますので、一つ一つ実現に向けて頑張ります。今後も各地区にお伺いいたしますので、お気軽に参加頂ければ幸いです。





昨年の１１月、県議会に設置された「いじめ・不登校問題調査特別委員会」も１年間の現地調査や意見聴取を踏まえて、委員間討議を行い、現在提言書のまとめに入っています。私はこれまでの調査等から、いじめ・不登校対策として、未然防止につながる仲間づくり、リーダー育成、クラスづくりにもっと力を入れるべきと考えています。また、事後対策としては、子どもと信頼関係を築くことができ、相談相手となれる人材の確保や「けやき教室」の指導員を増員し、多様なニーズに応えられる教室の確保等が欠かせないと思っています。今後、さらに委員会で議論していきますので、皆様からも、「いじめ・不登校対策」についてご意見等をお待ちしています。





いじめ・不登校問題調査特別委員会まとめへ





以下に、９月県議会に上程され、可決された補正予算概要（抜粋）について報告いたします。


○応急仮設住宅移設費　７５００万円　供用を廃止した応急仮設住宅の有効活用


○海洋再生可能エネルギー導入推進費　１８００万円余　洋上風力発電などの導入に向けた調査


○沿岸部観光誘客促進費　３０００万円　人気ゲームアプリと連携した沿岸市町村への誘客促進


○障害者支援施設整備促進費　２２００万円　船形コロニー建替えに向けた測量設計や地質調査


○待機児童解消推進費　６億８０００万円余　保育所等整備や施設改修への助成


○河川等災害復旧費　９億６９００万円余　平成２７年関東・東北豪雨災害の復旧等





９月県議会補正予算の概要（抜粋）





8月27日、鳴子温泉郷が国民温泉保養地に指定されたことを記念して、「地域活性化フォーラム」が鳴子にて開催されました。記念講演では「温泉療養保健適用制度」でも有名な大分県竹田市の首藤勝次市長さんより、竹田市の温泉力についてお話を頂きました。竹田市で推進している「笑食歩温　竹田式湯治」は「歩いて、温泉浴して、食べて、笑う」ことが「元気になれる黄金の法則」との考え方に基づいていました。私たちの鳴子温泉郷においても、より一層、温泉保養の原点を活かしていきたいものです。





9月県議会を振り返って！








9月14日に開会した9月県議会では平成27年度決算を審査したほか、特に「広域防災拠点整備に係る土地取得」の議案について多くの議論が交わされました。東日本大震災を踏まえて、救援部隊や救援物資の集結拠点として、圏域ごとの防災拠点と連携して大災害時に備えるために、現在の仙台市宮城野原にあるコボスタ野球場の隣接地にあるJR貨物ヤード地（約17ヘクタール）を移転し、そこに広域防災拠点を整備する計画です。総事業費が300億円規模の一大事業でありますが、100年先、1000年先を見据えた安全な、安心な県土づくりにおいては欠かせないものと思います。しっかりと整備を進め、さらには圏域との連携を図るソフト対策にも力を入れていきたいと思います。

















音楽の力で心が一つになる！





9月9日、鳴子中学校を会場にして、大崎社会福祉協議会法人設立10周年の「音楽ふれあいコンサート」が開催されました。演奏と講師は、美里町出身の佐藤三昭さんが主宰する音楽グループ「3D-FACTORY」の方々で、息の合った軽快な太鼓演奏が披露されました。その後、鳴子中学校の生徒の皆さんが太鼓ワークショップにチャレンジして、即興の大演奏会となりました。音楽の力が心を一つにする瞬間を見た思いでした。昨今の教育はテストの点数に目が向きがちでありますが、音楽を通じた心の教育の大切さを訴えていきたいと思います。





先日、お米専門誌の編集部長さんと懇談する機会を頂き、本県の米戦略についてご提言を頂きました。基本は求められる米つくりとのことで、その中でも、編集長さんが注目していたのは「ささ結」の取り組みでした。品質基準を厳格に運用する発想がこれからの米戦略には欠かせないとのことでした。ささ結の取り組み精神を県農政にも活かしていきます。














参加申込書


お名前�
　　�
�
ご住所�
�
�
参加�
第一部（　）第二部（　）�
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お名前�
�
�
ご住所�
　�
�
参加�
第一部（　）第二部（　）�
�
※参加のところに○をお願いします。








日時：平成28年11月13日（日）午後2時～


場所：芙蓉閣（大崎市古川）


会費：一人3000円（当日徴収、第一部のみの参加は無料）


内容：第一部　午後２時～


　　　○県政報告　　宮城県議会議員　中島源陽


　　　○大崎の風フォーラム


　　　　「大崎地域のこれからの観光産業を考えよう！」


　　　　　～豊かな観光資源を輝く宝物にするために～


・鳴子温泉郷観光案内所運営協議会　事務局長　菊地英文　様


　　　　・NPO法人おおさき地域創造研究会　事務局長　小玉順子　様


　　　　・岩出山観光協会　　　　　　　　　会長　　　真山隆弘　様


　　　第二部　午後4時～


　　　○こだっつ交流会＊オープニング　舞踊ショー　あすか清美　様


※右記の参加申込書にご記入の上、11月5日(土)まで「中島もとはる事務所」に郵送またはファックスでお申し込み頂きますようよろしくお願いします。多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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